
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(R6.12.)         (有) 丸 富 

11 月前半は太陽活動が活発で、暑い日が多く、台風の発生が多かった。温度が高く遅くまで若茎が出た。 

後半は冷え込んだが、曇天が多く、晴れた日は日差しが強かった。ﾖﾄｳﾑｼなどの害虫被害が多かった。 
 

病害対策 

欠株や罹病株がある場合は病害が拡大しないよう、腐った根株を取り除く。取り除いた根株の所に、 
ﾊｲﾌﾟﾛを土に 10％混和したものを埋め戻す。 
土壌中のﾐﾈﾗﾙﾊﾞﾗﾝｽと微生物相の改善に農業用植物ﾏｸﾞﾏ黒末 1～2 ㎏／10a を土壌撒布する。 
その後、潅水時に酸ｶﾙ 50～100 ㏄／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50 ㏄／10a を混用する。 

 

全刈り 

秋の気温が高く、休眠に入るのが遅く、貯蔵養分の蓄積ができていないので、低温に出来る限り 
遭遇させて、貯蔵養分を蓄積してから、全刈りを行う。 

 

ﾊﾞｰﾅｰ焼却 

ﾊｳｽ内の殺虫殺菌のために、ﾊﾞｰﾅｰで焼却する。今期は害虫の発生が多かったので、土壌表層で越冬 
する害虫（卵、幼虫、成虫）を焼却して殺虫する。殺虫ができていないと、保温後に害虫の発生が 
多くなる。 

 

土壌の管理 

畝の上の土壌をかき落とし、堆肥や肥料と混和して、土づくりを行う。土壌分析を実施して、土壌 
に不足している必要なものを投入する。 

 

害虫対策 

害虫やﾈｽﾞﾐ、ﾓｸﾞﾗの発生を事前に予防する。早め（事前）の対策が大切。 
害虫、ﾓｸﾞﾗ、ﾈｽﾞﾐ対策にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～70 ㏄／10a（又は、ｽﾄｯﾊﾟｰ雅 100～200 ㏄／10a）を 
5～7 日毎に潅水する。 

 

追肥（液肥） 

 土壌環境、並びに年数、根の働きによっても増減する。 
ﾌﾟﾛ液肥                1～2ℓ／10a 

時を越えた贈り物           100～200 ㏄／10a    5～10 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ                50 ㏄／10a    ※収穫量や土壌条件、天候によって 
ﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS(又はｽﾄｯﾊﾟｰ雅)   50ｃｃ(100cc)／10a      加減する。 

※ｻﾝﾐﾈｰﾗの代わりにｼﾘｶｱｯﾌﾟ 100～150 ㏄、ｼｰﾏﾛｯｸｽ 500～1000 ㏄、海藻のｴｷｽ 50ℊでもよい。 
 

 

ご注文やお問い合わせは、            有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


